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やすく再生し利用希望者とつなぐ法人としてラ

ンドバンクを支援する仕組みを創設するようだ

と聞いております。これによりまして、公的位

置づけや信用力を得て活動しやすくなるよう市

町村による指定制度を導入して、あわせて、土

地取得に係る資金、不動産取得税等を軽減する

特例も設けられるということのようでございま

すので、この制度をまず注視していきたいなと

いうことと、あとまちの再生支援事業は自治体

に無償譲渡、寄附された物件をすまい・まちづ

くり公社が解体して跡地の整備を行い、土地の

所有権を自治体に移転した上で宅地として販売

する事業であるということで、公社が解体から

分譲までを一元的に実施して解体費を土地の売

却により費用を回収する流れということで、何

よりも公社が有する様々なノウハウ、あるいは

そういった経験を生かしながら物件の選定から

自治体を支援していただける点が特徴だと聞い

ております。 

 あと、隣のうちが空き家だからそれを買いた

いという方も少なからずいらっしゃるわけで、

近くでは米沢市が空き家となった隣接地を取得

する場合に、建築物等の除去費用に加えて測量

費用等を支援して補助するような、そういった

事業もあるようでございます。先ほどの天童市

の事例もありましたけども、今後、いろいろ勉

強させていただきながら、特にまちなかの中心

市街地の活性化を考える場合に、やっぱり再開

発などもしていかなきゃいけないような状況で

す。これはもうどうしようもないなと思って見

てまして、ですから、そういったことも含めて、

少し考え方を変えて、これは寄附を受けないほ

うが明らかに合理的な場合もありますんで、そ

ういったときは丁寧にお断りさせていただいて、

これは市のほうで何らかの形で地域振興とか、

移住定住につながるという物件などのご寄附が

ありましたら、ぜひ検討してまいりたいと思い

ます。 

○平 進介委員長 １番、鈴木一則委員。 

○１番 鈴木一則委員 天童市の事例、その場所

はイオンモール天童から中山町に抜ける途中の

集落なんですけども、周辺地域で住んでるよう

なところで、屋敷が大きくてというところなん

です。交通の便や買物等の至便性があれば、若

い方にとっては、やっぱり70坪、80坪の区画と

いうのは非常に魅力的だと思うんですよ。全体

で言えば、約2,500万円ぐらいで建てられるわ

けですから、そういう意味では、そこにまた新

しい人が住んでもらえるということでは、非常

に画期的といいますか、ああ、いいなと感じま

した。私が空き家に固執する理由は、新しい土

地の活用をぜひ進めていただきたいという考え

で、質問させていただきました。 

 以上で私の質問を終わります。 
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○平 進介委員長 次に、順位２番、議席番号７

番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 政新長井の内谷邦彦です。

明確な回答をよろしくお願いいたします。 

 最初に、介護保険特別会計、３款地域支援事

業、２項一般介護予防支援事業について伺いま

す。 

 この件については、昨年も確認させていただ

きましたが、コロナ禍での内容について、再度

確認したくよろしくお願いいたします。 

 本事業について、コロナ禍による事業の休止

や人数制限等により、委託料、報償費の減少と

ありますが、利用者数が昨年と比較して50％前

後減った元気アップ教室や脳いきいき体操教室

委託料など、４教室あり、その他の教室は20％

前後減少しておりますが、この違いについて、

分かれば教えてください。 
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○平 進介委員長 横山ちはる福祉主幹。 

○横山ちはる福祉主幹 お答えいたします。 

 介護予防の運動教室やサロン事業、ミニデイ

サービスは週１回のご利用が基本となっていま

すが、新型コロナウイルス感染症予防のため、

昨年度２月下旬から５月まで３か月程度、ふれ

あいサロン、さわやかサロンについては６月ま

で約４か月休止をしました。そのために、令和

２年度はほとんどの事業で参加者数の減少が起

こりました。これらの事業のうち、通年開催す

る介護予防教室については、令和２年度は２か

月休止したため、10％から20％程度の減少とな

りました。足腰軽っこ教室のみ、感染予防のた

めの定員を減少して開催したところから、30％

程度の減となっております。 

 介護予防教室のうち、３か月を１クールとし

て、年間３クールの予定をしていたものは、１

回を全て中止し、２クールの開催といたしまし

た。そのため、30％前後の減少となりました。

また、２クールで行った介護予防教室の中でも、

定員を減少して実施したものについては、50％

前後の減少となっています。 

 ふれあいサロン、さわやかサロンにつきまし

て、送迎時や利用時に密になることを防止する

ために、これまでの半数の人数として、かつ隔

週での参加としたため、大きく減少しておりま

す。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 以前質問した際、教室の

参加者はトレーニングマシンを使う事業以外は、

20名前後と話されていましたが、今、ちょっと

一部回答をいただきましたけども、コロナ禍の

感染症対策として人数は変更されたのか、それ

とも回数を減らしたのか、分かる範囲でお答え

ください。 

○平 進介委員長 横山ちはる福祉主幹。 

○横山ちはる福祉主幹 先ほど申し上げたとおり

に、人数は変更していませんが、通年開催の予

定が10か月になり、利用者が減少したもの、そ

の中で定員を減らしたもの、３クールから２ク

ールに減らしたもの、２クールに減らし、かつ

人数も減らしたものの４パターンになっており

ます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 あと、本事業については、

高齢者が家に引き籠もらないようにすることも

役割の一つと考えますが、コロナ禍の中でどの

ように対応したのかを教えてください。 

○平 進介委員長 横山ちはる福祉主幹。 

○横山ちはる福祉主幹 昨年、介護予防教室等を

休止した際、運動機能の低下が見られる高齢者

が一定数おりました。介護予防事業の必要性を

実感したところであります。 

 そのため、ご指摘のあったひきこもり防止の

ためにも、昨年５月以降に、介護予防教室を再

開してからは、全事業とも１回も休止すること

なく、感染予防を図りながら取り組んでいます。

この間、新型コロナウイルスの感染状況に応じ

て、何回か事業継続について内部で検討しまし

たが、介護予防事業の休止による影響を重視し、

継続を図ってきました。 

 取組に当たっては、委託先へ感染予防策のチ

ェックリストを配付し、予防に努めていただく

とともに、利用者にも留意事項を配付し、健康

管理と感染予防に努めていただいています。継

続して注意喚起していくために、令和２年度は

３回、今年度は２回、計５回、感染予防対策の

確認をそれぞれお願いしております。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 各教室開催の際、特に軽

運動を行う際のコロナ対策については、どのよ

うにされたのかを教えてください。 

○平 進介委員長 横山ちはる福祉主幹。 

○横山ちはる福祉主幹 事業の開催に当たっては、

先ほど申し上げた感染予防の取組を委託先や利

用者の方にお願いして実施しています。運動を
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行う会場においては、密にならないように、参

加者数を減らし、大声を出さない、人と触れな

いなど、運動の内容を検討して行いました。 

 また、物品の消毒や換気、利用前の健康チェ

ックを実施し、安全に参加できるように努めて

います。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 コロナ禍の中、高齢者の

運動不足による筋力低下による骨折であったり、

人との会話が少なくなることにより、脳が働か

なくなることに起因する認知症の発生など、ど

のような状況でも、高齢者の健康維持は大切な

ことと考えますが、コロナ禍の中で高齢者が参

加しやすい環境については、どのように行った

のかを教えてください。 

○平 進介委員長 横山ちはる福祉主幹。 

○横山ちはる福祉主幹 内谷委員がおっしゃると

おり、高齢者がこのような事業に参加すること

によって、認知症の発症のリスクの低下や運動

機能低下の予防になることは分かっております。 

 なるべく参加しやすくするために、そのため

の方策といたしまして、気軽に参加しやすいよ

う、お住まいと同じ地区内の事業をご紹介した

り、移動手段のない方には送迎のある事業をご

紹介するようにしています。 

 その他といたしまして、高齢者が参加しやす

いような内容を工夫し、その方に合った様々な

教室を開催し、お誘いする際は丁寧な説明やご

案内をしています。 

 また、長く続けたいというご希望の方が多い

ために、３か月の教室の終了後には、フォロー

アップ教室を用意し、継続した取組ができるよ

うにしています。 

 さらには、指導者の方が道具を工夫したり、

参加者の方に笑いが絶えないようなお話の仕方

を工夫していただくなど、楽しい雰囲気をつく

っていただくことで継続して参加いただけるよ

うに取り組んでおります。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 コロナ禍の中、事業の休

止や参加人数の制限が行われ、参加したくとも

参加できない方がいたのではないかと推測しま

すが、その代わりに自宅でできることであった

り、継続してやってほしいことの発信など行わ

れたのか伺います。 

○平 進介委員長 横山ちはる福祉主幹。 

○横山ちはる福祉主幹 コロナ禍でも、生活不活

発に気をつけ、自宅でのフレイル予防に取り組

んでいただくために、令和２年３月と５月にリ

ーフレットの全戸配布を行いました。事業が休

止された期間は、委託先の事業所に依頼して、

利用者に対して、自宅でできる運動のパンフレ

ットを送付していただいたほか、家庭訪問や電

話等によって、体調の管理や運動の声かけを定

期的に行っていただきました。 

 また、おらんだラジオで、昨年７月から、運

動機能低下予防等の情報を取り上げ、ラジオ体

操を放送し、高齢者の健康維持のために情報発

信を行っております。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 本事業については、先ほ

ども言いましたけども、引き籠もりがちな高齢

者が集える場所を提供することも重要ではない

かと思いますので、今後も高齢者が集いやすい

環境をつくっていただけるよう、よろしくお願

いいたします。 

 次に、２款総務費、１項総務管理費、６目企

画費、010地方創生推進交付金事業パラレルワ

ーク推進事業費補助金について伺います。 

 資料によると、パラレルワーク、副業の普及

啓発とマッチングサイトの運営とあります。こ

の事業について、主要な施策の成果報告書では

パラレルワークマッチングサイトにおけるマッ

チング数が５件、パラレルワークマッチングサ

イトにエントリーした人数が52人、パラレルワ

ークマッチングサイトにエントリーした企業数
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が17社とあります。 

 パラレルワークマッチングサイトにおけるマ

ッチング数５件について、内容を教えてくださ

い。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 お答えいたします。 

 令和２年度はパラレルワーク事業の立ち上げ

の年度でございまして、当初、システムの設計

と構築、あとは企業情報等の取材、記事作成な

どを行いまして、企業の登録、ワーカーの登録、

コーディネート、マッチング等、具体的な運用

を開始したのが今年の２月からになりますので、

実質的な運用期間としては２か月という実績と

なります。 

 ５件の内訳でございますけども、会社として

は３社でマッチングが５件ということでござい

まして、１つは宿泊業のところで、仕事の内容

としては企画であったりホテルスタッフという

ところです。こちらについて、マッチングは２

名ございまして、白鷹町在住の方で60代の方、

あとは長井市在住の方で30代の方、２人マッチ

ングしています。 

 あと製造業の会社については、ＩＴサポート

という内容の仕事でございまして、こちらは１

名、長井市在住の20代の方でございます。あと

もう一社は情報通信業の記事、ライターの仕事

でございまして、こちらは２名で、長井市在住

の30代の方、あと川西町在住の20代の方でござ

います。 

 なお、あくまでも仕事のあっせんという形で

なくて、人材確保、起業を支援するような趣旨

でこの事業は進めているところでございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 パラレルワークマッチン

グサイトにエントリーした人数、52人とありま

すけども、どのような方が応募されたのか、そ

の性別、年齢層、居住地、個人情報の観点もあ

るとは思いますけども、出せる範囲で教えてく

ださい。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 今、把握している状況

でございますが、エントリー者数のうち、県内

在住者が31名でございまして、そのうち市内が

15名、県内市外が16名という状況でございます。

あと県外在住者で首都圏のほうになりますけど

も、神奈川県在住の方が１名、あと東京都在住

の方が１名、あと東京付近が２名というところ

です。 

 あと、そのほかの17名の方が不明なんですけ

ども、住所等任意項目になってますので、状況

としては以上でございます。 

 あと年代別のエントリー数ですけども、20代

が11名、30代が９名、40代が９名、50代が４名

で60代が３名、不明が16名という状況になって

います。 

 あと、そのエントリーの方の属性ですけども、

本当に多種多様でございまして、勤め人の方も

いらっしゃいますし、主婦や学生もいらっしゃ

いまして、結構フリーランスの方が多いという

状況のようでございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 資料の中に移住希望者等、

長井市の関係づくりの事業の支援とありますけ

ども、これについては、どのような内容なのか

教えてください。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 お答えいたします。 

 Ｕターン希望者や首都圏の移住希望者等の若

い世代を中心といたしまして、まずはパラレル

ワーカーとして、市内企業等で働くことにより

まして、長井市の関係人口として位置づけられ

ますので、パラレルワーク事業の推進が関係人

口の拡大と将来的に移住施策の推進につながる

ものと考えております。 

 令和２年度実績については、首都圏在住の登

録者、４名だけだったわけでございますけども、
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今後、ＰＲ、情報発信、工夫しながら、首都圏

在住のワーカーに登録していただけるように、

事業主体のほうが日本・アルカディア・ネット

ワーク株式会社になってますので、そこで調整

しながら、連携、協力して進めていきたいと考

えております。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 次、パラレルワークにエ

ントリーした企業の概要、職種、作業内容、分

かる範囲で教えてください。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 企業とか職種、あと仕

事の内容につきましては、本当に多種多様でご

ざいまして、現在、ウェブページのほうで公開

している状況でございますが、現在20社ほど登

録されております。20社で24の仕事が登録され

ております。 

 市内外の企業でございまして、ほとんど身近

な聞いたことのある会社が登録されています。 

 幾つか例を紹介いたしますと、長井市内であ

れば有限会社山形工房さん、こちらは海外のほ

うに事業展開したいというところがありまして、

情報発信と翻訳、通訳の仕事ということで掲載

されております。あと株式会社四釜製作所さん

については、書類の作成、申請書の手続、ＩＴ

関係のサポートというところで上がっておりま

す。あとは有限会社後藤ドライクリーニングさ

んについては、広報活動や着物のお直しという

ところで上がっているようでございます。 

 あと、市外で申し上げますと、南陽市であれ

ば漆山果樹園さん、こちら、ブドウ果樹園とカ

フェの仕事ということで上がっています。あと

米沢市ですと、有限会社羊肉のなみかたさんは

新メニューの開発という仕事で掲載されており

ます。あと株式会社ヴェルティーさん、山形市

とあと長井市にもありますけども、ジュエリー

の企画のデザインというところで、本当に多種

多様の業務が上がっている状況でございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 市内企業であれば、当然、

そことマッチングしてという部分はあるんでし

ょうけど、ただ、仕事の内容を聞くと、ほとん

どがここでやらなくてもいいような仕事の部分

の副業ですよね。要するにほかの土地にいられ

て、そこで、長井市の企業のデザインであった

り、料理のレシピを考えるんであったり、そう

いった形の作業がメインのような気がしますけ

ども、そうした場合に、逆に長井市にいる方の

仕事ってなくならないんですかという気がする

んですけど、その辺はいかがなんですか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 今回の事業としまして

は、市内製造業、あと会社の人材不足をカバー

するような事業を考えてますので、例えば長井

市にいなくても、そこの場所で仕事ができるよ

うな、副業としてできるような仕組みを考えて

おりますので、どちらかというと、長井市に在

住の方よりも、例えば首都圏のほうにいらっし

ゃる方に副業としてやっていただいて、関係人

口として関係築きながら、将来的には移住施策

につなげていきたいという趣旨で進めておりま

すので、現状は市内の方が多いんですけども、

どちらかというと、市外の方をターゲットにと

いうところも趣旨としてはあるところでござい

ます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 こういうマッチングサイ

トというのは基本的にテレワークの部類ですよ

ね。企業にいれば、逆に言うと副業とはなりま

すけども、テレワークで地方にいて、それで、

その仕事をやりながら、その情報をパソコンで

送ってる。それを副業にしませんかというやり

方を広めようとしてるという考え方でよろしい

んですか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 今、委員からあったよ
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うな趣旨でよろしいかと思います。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 もし移住していただける

となると、当然、継続して仕事がないと、移住

なんていうのは基本的に考えられない話になる

と思うんですけど、要するにこの事業に関して

は、あくまでも副業として関係人口を増やすと

いうことであって、移住するための本業を育て

るという形ではないという考え方なんですか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 長井市内の企業ですと、

やっぱり本業として人材不足というところあり

ますので、そこは副業で、スキルがあるワーカ

ーに手伝ってもらいながらうまく仕事を回して

いくというところがございます。 

 あと、首都圏のほうのワーカーについては、

長井市と関係持ちながら、それが直接本業には

つながらないと思いますけども、長井市の関係

人口として、これから長井市のほうに、移住施

策につながればというところで進めているとこ

ろでございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 なかなか副業という考え

方、パラレルワークという言い方はいいですけ

ど、要するに副業を案内する形になるので、能

力のある人が当然いなきゃ駄目な部分になると

思います。ある程度素地がある東京の方がどん

どんやって来るようなイメージをつくられてる

んだと思うんですけど、逆に仕事内容的に、そ

のレベルに達する仕事なのかどうかというのが、

非常に問題になってくると思うんです。仕事の

内容的に、こういった内容の仕事をやるような

ことを考えてるのか、それともどんな仕事でも

これにエントリーしてくださいという感覚で募

集してるのか、その辺はいかがなんですか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 地元の企業としては、

今、若い優秀な人材が外部に出ていってしまう

ということで、地域のほうの人材不足というこ

とが背景にあります。スポットの仕事を人を雇

って経営していくって、なかなかハードル高い

ですので、そういったところをスキルのある方

に埋めていただくようなことで、副業というこ

とで、今、考えているところでございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 マッチングして、要する

に企業とワーカーをつないだとした場合に、必

ずその後、支払いという部分が発生するんだろ

うと思うんですけども、仕事を与える側の企業

の調査的なものというのは、どのような形でや

られてるんでしょうか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 このたびエントリーし

た会社につきましては、事業主体の日本・アル

カディア・ネットワーク株式会社のほうの社員

がコーディネーターという形でサポートしてま

すけども、その担当者のほうが地域の身近で元

気のある会社に、いろいろ情報を聞きながら、

そういった人材が必要だというところに声かけ

をして、エントリーしていただいた状況でござ

います。 

 とりわけ、そんなことですので、その会社に

ついて特別経営状況だとか、そういった調査は

行っているということはございません。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 やはり大企業でも下請に

関しては、決まった仕事があっても、値段交渉

というのは必ずしてくる部分も、可能性として

はなきにしもあらずだと思います。その辺の最

初の取決めに関しては、守っていただくような

形を常に、そのメーカーさん側に言っていかな

いと、最終的にメーカーさんとワーカーさんが

直接話をして金額を決めて、そこに誰も介在し

ないとなると、非常にブラックボックス的な要

項になると思うんですけど、その辺、介在はで

きるんですか、できないんですか。 
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○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 今のところですけども、

ワーカーと会社のほうで直接連絡を取っていた

だいて、事業主体の日本・アルカディア・ネッ

トワーク株式会社のほうに任せている状況です。

これから運用しながらになると思いますけども、

コーディネートする中で、そういった問題が起

きないように対応してまいりたいと、これから

相談していきたいと考えております。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 仕事をやって支払いが、

お金が絡む部分ではありますので、賃金など、

やっぱり様々な仕事に関しての妥当性というの

をどこが図るのか。その仕事に関しての時間単

価が幾らですとか、そういった部分に関しては、

誰かが判断する必要がある。要するにメーカー

さん側が判断して、この金額でお願いしますと

いうのか、こういう仕事の内容だと大体このぐ

らいの金額だねと判断するのか、それはメーカ

ーさん側が全て金額に関しては判断されると考

えてよろしいんですか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 今、ウェブ上で確認し

てみますと、会社側で時給幾ら幾らでお願いし

ますというところであったり、この仕事に対し

て幾ら幾らというところもありますし、あとは

お互いに相談して決めるということだと思いま

すけども、掲載しないで協議という形の状況も

あるようです。そこは、今のところはワーカー

と企業のほうで調整していただいておりますが、

そこのトラブルとかが起きないような対応は今

後検討していきたいと考えております。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 お金が絡む部分ですので、

必ずそういったトラブルというのは出てくる可

能性はあるんだろうと思いますので、やはりど

ういった中でも契約書であったり、そういった

文書の取り交わしの部分をやっていかないと、

ただメールでやり取りして、そのままやりまし

たではなかなか通じない部分があると思います。 

 本事業に関しては、民間業者に補助金を交付

して行っている事業ですが、見方によっては補

助金を出してるということで、行政、要するに

長井市がついているという方が少なからずいる

んだろうとは思います。だから、賃金の支払い

など、雇用する側と雇用される側とで明確な取

決めがない場合に、雇われる側としては行政が

ついてるということで安心する傾向が多少ある

んだと思ってますので、全てにおいて性善説を

基準に運営した場合、支払い関係で問題が発生

する可能性があるので、その辺、ないように十

分に配慮をいただきたいと思いますけども、そ

の辺はいかがですか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 今回の事業につきまし

ては、実施主体、事業主体は民間のほうで行っ

ている事業でございます。長井市のほうでは随

時、相談を受けながらでありますけども、やっ

ぱり実施主体は民間ですので、民間の考えを尊

重しながら、今後進めていきたいと考えており

ます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 よろしくお願いします。 

 最後に、同様に２款総務費、１項総務管理費

の６目企画費010地方創生推進交付金事業で、

旧長井小学校第一校舎指定管理料について伺い

ます。 

 旧長井小学校第一校舎を学びと交流の拠点と

して運営していますが、指定管理者は指定期間

内の年度ごとに事業計画を作成し、市の承認を

受けると。提出されたのか、その事業計画につ

いての内容を教えてください。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 事業計画の提出状況と

その内容でございますけども、旧長井小学校第

一校舎の指定管理業務につきましては、美術館
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や博物館等で全国的に実績のあります、アクテ

ィオ株式会社のほうに委託をしております。こ

れについては、平成31年４月から令和６年３月

31日まで、５年間の契約で、今年で３年目の契

約となっております。 

 事業計画書につきましては、長井市旧長井小

学校第一校舎の管理に関する基本協定書におき

まして、毎年、事業計画書を提出し、市の確認

を得るものと規定しておりますので、それに基

づきまして、指定管理者のほうから、令和２年

度、令和３年度につきましても、４月１日付で

事業計画書が提出されているところでございま

す。 

 事業計画につきましては、施設運営の基本的

な考え方、あと人員配置及び採択の状況を明示

するとともに、施設としての維持管理業務スケ

ジュールあるいは各自主事業の実施予定、また、

収支予定の計画が記載されているところでござ

います。 

 あと、この計画書については基本的な考え方

といたしまして、旧長井小学校第一校舎活用基

本計画の活用コンセプト、そして、長井市旧長

井小学校第一校舎条例に掲げられた設置目的を

十分理解するとともに、地域ニーズを酌み取り、

市内の他施設との機能的な連携を図りながら、

多様で魅力的な事業を実施することを目指すと

明記されているところでございます。 

 特に実施する事業につきましては、学びと交

流をコンセプトとした事業としまして、指定管

理者側については、年間スケジュールに落とし

込まれているところでございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 委託先のアクティオ株式

会社によって行われた令和２年度の単独の事業

については、どうなっているのか教えてくださ

い。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 指定管理先の単独事業

といいますか、自主事業でございますけども、

学び交流事業の概要については、長井市の未来

を担う人材の育成や中心市街地の活性化へ寄与

することといたしまして、１つは子供向け学び

のプログラム、２つ目といたしまして、大人の

学び直し事業、３つ目といたしまして、世代間

交流・観光交流事業、４つ目といたしまして、

周年事業の大規模交流イベントというところで

実施するように、業務委託書で指定管理者のほ

うに求めているところでございます。 

 子供向け学びのプログラムの具体的な事業に

つきましては、必須の事業として３つ求めてい

るところでございまして、起業家教育事業、あ

とものづくり体験事業、異文化交流体験事業、

こちらは必須事業としていっております。 

 そのほか任意事業といたしまして、芸術体験

事業、あと食育体験事業を盛り込んでおるとこ

ろでございます。ただ、新型コロナウイルス感

染症対策もありまして、食育体験事業につきま

しては、令和２年度は実施しなかったという状

況でございます。 

 あと２つ目の大人の学び直し事業につきまし

ては、教育講座事業、創発支援事業、健康推進

事業、こちら３つは任期事業としておりまして、

具体的な事業としましては、「カンタン！英会

話講座」であったり、「平日のヨガ体験教室」

あるいは「大人の趣味ウイーク」など、事業を

実施しているところでございます。 

 あと３つ目の世代間交流・観光交流事業につ

いてでございますが、世代間交流事業について

は任意事業、あと観光交流事業については必須

としているところでございますが、世代間交流

事業としましては、「週末のＫＥＮＤＡＭＡ 

ＤＡＹ」という事業で、秋元さんとかスパイク

ファミリーのほうで運営していただいておりま

す。 

 あと観光交流事業としまして、これは必須事

業でございまして、例えば「梅花藻・まち歩き
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紹介展示」など、事業を実施しているところで

ございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 コロナ禍なんで、令和２

年度、どれだけやられたのかちょっと確認をさ

せていただきたいんですけども、当初の学び交

流の概要では、起業家教育事業のほかに必須事

業として、児童、青少年対象のものづくり体験

事業、異文化交流事業、これは行われたんです

か。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 全て実施しておりまし

て、起業家教育事業につきましては、業務仕様

書の中で起業体験、職業体験、創業者との交流

を通して、チャレンジ精神やリーダーシップを

高める事業を実施するように求めておりまして、

令和２年度に行った事業につきましては、プロ

グラマーや市内花店の方を講師に招いた「お仕

事なりきり体験会」、こちらは２回実施し、14

名の参加をいただいているところでございます。 

 あと、ものづくり体験事業につきましては、

その仕様書の中で地域産業、プログラミング、

ロボット等の仕組みや技術を体験し学ぶ事業を

実施することとしておりまして、令和２年度に

つきましては、プログラミングの講義と実践を

行った「プログラミング体験ワークショップ」、

あと、山形大学工学部との共催事業でございま

すけども、大学の研究中の新素材、最新のゲル

素材なんですけども、それに触れる機会となっ

た、「ひらめき☆ときめきサイエンス」の計２

回を実施いたしまして、事業全体で40名の参加

をいただいたところでございます。 

 あと、異文化交流事業につきましては、仕様

書の中で外国人との交流、英会話体験を通じて

の外国語や外国文化に触れ、世界とつながる事

業といたしまして、令和２年度につきましては、

総合政策課のほうと共催事業としまして、「英

会話カフェ」を実施いたしました。 

 これについては、長井市のスポーツ国際交流

員、ロジャーズ・バハティさんと国際交流員の

ディーン・セーラさんと共に、旧長井小学校第

一校舎のフリースペース内で、計73回実施して

おりまして、こちらは440名の方に参加いただ

いております。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 また、必須事業として、

観光交流人口拡大事業や大規模交流事業ってあ

ったんですけども、これは令和２年度はやられ

たんでしょうか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 観光交流人口拡大事業

につきましては、仕様書の中で、やまがたアル

カディア観光局と連携し、観光客が市の歴史、

文化等を感じ、体験する事業を実施するとして

おりまして、先ほど申し上げました、「梅花

藻・まち歩き紹介展示」を実施しております。 

 そのほか、いろいろ行っておりまして、例え

ば、ながい雪灯り回廊まつりに合わせて、「灯

りのおすそわけ～ジェルキャンドルワークショ

ップ～」こちらは54名の参加をいただいており

ます。 

 あと、「森と音の日曜日」事業につきまして

は、延べ83名の参加をいただいておりまして、

あと「けん玉ペインティングワークショップ」、

こちらは８名の参加というところ、そんな形で、

観光交流人口拡大事業につきましては実施して

いるところでございます。 

 あと、大規模交流事業につきましては、子供

のキャリア教育に資する機能を有し、中心市街

地の活性化が図れる事業を実施することとして

おりまして、指定管理の初年度から、毎年、継

続している事業でございますが、「こどものま

ち（キッズシティランド）」を実施していると

ころでございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 ほかに児童、青少年対象
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事業や一般を対象とした事業としての対応は、

どのようにやられているのかを教えてください。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 そのほか、それぞれの

対象者を定めた事業といたしまして、令和２年

度につきましては、工作ワークショップであっ

たり英会話講座、あと大人のクラフトワークシ

ョップ等々、そのほか、平日のヨガ講座であっ

たり、朝ごはんマルシェ等々で、合計24項目の

講座、教室を実施しているところでございます。 

 あと、複数回開催の講座もございましたので、

令和２年度全体としては、合計91回の開催を行

ったところでございます。 

 また、中高生の学習利用のために空き教室を

開放した事業も実施しておりまして、こちらは

183日間開催したところでございます。 

 各事業とも好評をいただき、参加者も増えて

おりまして、令和２年度につきましては、新型

コロナウイルス感染症の影響を考慮いたしまし

て、ユーチューブチャンネルを開設して、工作

ワークショップ、そういったものを配信したり、

あとＺｏｏｍによるファシリテーション講座を

開催したりと、状況に合わせて事業を工夫しな

がら実施しているところでございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 今まで、かなり事業をな

されたと聞いてますけども、これだけの事業を

なされたというのは、やっぱりかなり新型コロ

ナウイルスの感染予防に関しては、やられたん

だろうと思いますけども、人数制限であったり、

場所を変えたりといったことまでやられたんで

しょうか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 ほかの公共施設と同じ

ような形で、人数制限、例えば定員の半分であ

るとか、そういったところの対応、入所時の手

指消毒、検温、あと名簿の記載というところで、

そういった対策を取りながら、事業を実施した

ところでございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 年度終了後に事業報告書

を作成するということになってるんですけども、

これは提出されてるという考え方でよろしいん

でしょうか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 事業報告書の提出につ

きましては、基本協定書のほうに盛り込んでお

りまして、毎年度、終了後45日以内に本業務に

関する事業報告書を市に提出することと定めて

おりまして、今年度に関しましては、４月15日

に提出をいただいたところでございます。 

 内容につきましては、事業の報告書、自主事

業の実施報告書、収支決算書、入館者集計表、

利用実績集計表、そういった必要な書類を添付

していただいて、提出いただき、内容を市のほ

うで確認し受理しているところでございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 あとキャリア教育という

部分に関しては、今回、この令和２年度はどう

いった考え方で進められたのか、進められなか

ったのか、その辺はいかがなんですか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 キャリア教育と区分け

すると、例えば子供向けの起業家育成事業であ

ったり、ものづくり体験事業であったり、別の

分類はしておりますけども、キャリア教育のほ

うは、それぞれの事業の中で展開してきたとこ

ろでございます。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 旧長井小学校第一校舎に

関して、キャリア教育が一番メインになるんじ

ゃないかなと考えてますので、小学生であった

り中学生に社会の仕組みを教えるであったり、

そういったキャリア教育が、本来は必要になる

んじゃないかと。今まで聞いた事業をやると、

その辺のことは一切やられてないような気がし
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ますし、観光とはいっても、その場に呼び集め

る観光的な拠点という部分でいうと何があるん

だろうなと考えるところがあります。 

 だから、人が集まってくる、観光客が集まる

拠点をどうやってつくっていくかということ、

あとは学びとしては子供たちに社会性、お金の

考え方であったり、社会保障であったり、学校

で教えないことを教えるのがキャリア教育なん

だろうと思いますから、そういった部分に関し

ては、令和２年度に関してはやっぱりやれなか

ったって考え方なんですか。 

○平 進介委員長 新野弘明総合政策課長。 

○新野弘明総合政策課長 令和２年度の目玉とし

ましては、先ほど申し上げました、「こどもの

まち（キッズシティランド）」、こういったコ

ロナの時期でしたので、午前と午後に分けて、

小学校が合計100名でございますけども、その

中で事業としてはしっかりできたかなと思って

ますが、まだまだ不十分だと思ってますので、

ここについては、今後さらに発展するように検

討してまいりたいと思います。 

○平 進介委員長 ７番、内谷邦彦委員。 

○７番 内谷邦彦委員 第一校舎に関してはやっ

ぱり観光の拠点であったり、長井市としては重

要なポイントであると思いますので、様々な事

業を行って、そこに人を集めるのが重要な部分

だと思いますので、今コロナでなかなか人が集

まれない状況ではありますけども、やはり今、

いろんなアイデアを募りながら、様々情報発信

していかないと、コロナ禍が終わっても人が来

ないというような形になると思いますので、そ

の辺を十分注意されて、ぜひすばらしい運営が

できるようにお願いいたします。 

 以上で私の質問を終わります。 

 

 

 勝見英一朗委員の総括質疑 

 

 

○平 進介委員長 次に、順位３番、議席番号２

番、勝見英一朗委員。 

○２番 勝見英一朗委員 政新長井の勝見です。 

 令和２年度一般会計決算に関し、本市の様々

な資源を生かす視点から、数点お尋ねいたしま

す。 

 資源といいましても、人、産業、自然、文化、

芸能など多くの分野がありますが、今回の質疑

では、人材、産業、施設、歴史に関わる事業に

ついて、課題把握や改善の方向などのお考えを

お聞かせいただきたいと思います。 

 まず１点目ですが、７款１項４目、002「も

のづくり人財」創出事業49万9,552円について、

商工振興課長にお尋ねいたします。 

 この事業の目的は、雇用に資することとされ

ているわけですが、その評価はいかがでしたで

しょうか。 

○平 進介委員長 佐藤 久商工振興課長。 

○佐藤 久商工振興課長 お答え申し上げます。 

 まず初めに、長井工業高校の進路状況をご報

告させていただきます。 

 令和２年度につきましては、卒業生が87名、

そのうち52名、約６割の方が就職となってござ

います。残りの35名、４割になりますが、こち

らの方は進学ということになっております。 

 また、就職の内定率を見ますと、ここ近年

100％ということで把握をしてございます。 

 就職した52名のうち、西置賜地区の企業に就

職なされた方、21名おります。さらに、置賜地

域に広げますと32名となってございます。さら

に、県内に広げますと34名、約７割の方が県内

に就職という状況になってございます。 

 また、近年の就職者数の推移でございますが、

令和元年度、県内就職者数は33名、平成30年度、

県内就職者は55名、平成29年度については39名、

年度によって多少増減はございますが、就職者

の約７割から８割の方については県内就職と把


